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紀氏と朝鮮半島
一宮市 畑田 寿一

紀氏は物部氏や大伴氏と並ぶ古代氏族であり、本拠地である紀伊国は、神武東遷時の戦

場の舞台の伝説を持っている。中央を流れる紀の川は古くは朱の積み出しルートとして栄

え、５世紀頃までは南海道の一部として九州と大和を繋ぐ街道でもあった。最も栄えたの

は朝鮮半島との交易が盛んになる５，６世紀で、紀の川河口には淡輪古墳群、岩橋千塚古

墳群など900基以上の古墳が確認されている。

これらの古墳から出土する遺物は朝鮮半島の影響を色濃く受け、墳墓は石梁や石棚を持

つ横穴式石室で造られており、日本の他の地方に無い独自の文化を育んできた。今回は紀

伊国の長い歴史の中で、５，６世紀の遺物を中心に朝鮮半島との関係を探ってみたい。

１ 紀伊半島西部の遺跡群と支配勢力

紀伊半島西部の紀の川下流域には３つの勢

力があった。紀の川の右側（南岸）に紀直系、

左側（北岸）に紀臣系が存在し、更に紀氏の

北側の和泉南部には坂本臣が勢力を張ってい

た。５世紀中頃の最大勢力は淡路島に最も近

い和泉南郡付近で、淡輪西小山陵古墳（210ｍ）、

淡輪ニサンザイ古墳（180ｍ）などが存在する。

最も古い前方後円墳は紀の川南岸の秋月１

号墳で、纏向型前方後円墳が造られると同じ

時期か少し前と考えられている。このことか

らも３世紀には大和の西の出入口であったこ

とが窺われる。

２ 岩橋千塚古墳群の天王塚古墳の構造

天王塚古墳は玄室の高さが5.9ｍもあり、８本の石梁と２枚の石棚が存在する。高い玄

室と長い羨道を持つ構造の墳墓は北魏付近に起源があると考えられている。構築は６世紀

中頃で、時代的には欽明天皇の時代にあたり、任那復興会議（541年）、や、紀臣男麻呂が

任那に渡り新羅と戦うが敗れて倭国が任那を失う（562年）時期にあたる。石室は盗掘に

遭い破片しか残っていないが、金銅製の飾り金具、インド製の赤いガラス玉、須恵器など
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が出土している。

この墓については、日本に滞在していた英国人のニール・ゴードン・マンローが自書の

Prehistoric Japanで次の図を紹介している。

出典：『紀国造家の実像をさぐる』（新泉社、2018年）

３ 朝鮮半島と関係が深い出土品

岩橋千塚古墳群の中の大日山35号墳では、他の地方に無い多様な埴輪が出土しているが、

ここでは乗馬に関する出土品と朝鮮半島に関連すると思われる出土品に限って眺めてみた

い。

(1) 乗馬に関する出土品

① 横座り馬具の埴輪

横座り馬具は女性用であり女性も馬に乗っていた。神武東遷の時に戦った名草戸畔（女

性）の伝説もあり、日前宮には男の神様と共に２社に分けて祀られている。ヒメ・ヒコ

統治を伺わせる事例であるが、同様の形態は卑弥呼と弟王と関係にも繋がり、仮にこの

形態が伊勢神宮にも当て嵌めることが出来れば内宮と外宮の関係も明らかになる。

② 馬に乗って使う矢入れの埴輪（胡祿）
やなぐい

通常の埴輪の大半は地上で使う靭である。馬の埴輪が多量に出土することからも馬を
ゆぎ

使った戦闘が通常化していたことが窺われる。国内での胡祿の事例が少ないことから、
やなぐい

紀氏が朝鮮半島まで進出していた証拠では無いか。

(2）朝鮮半島由来と思われる出土品

周辺の古墳を含めると次のような土器が出土している。交易の範囲が朝鮮半島南部全

域に及んでいることが窺われる。

① 馬の冑（大谷古墳）、金の勾玉（車駕之古址古墳）など新羅由来と思われる出土品。

② 伽耶系土器（岩橋千塚古墳）、百済栄江地方の横倒焼き土器（同左）など朝鮮系陶質

土器。

４ 紀氏の活躍の足跡

(1) 紀小弓宿禰らの活躍

雄略９年（465年）、紀小弓宿禰は蘇我韓子、大伴談、小鹿火宿禰とともに新羅征伐に
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朝鮮半島に赴き戦地で病死した。その他、顕宗朝の大磐、欽明朝の男麻呂などが任那の

救済・復興のために軍事・外交で活躍するが、大化の改新（645年）頃には大臣級を輩出

していない。天智期になると再び勢力を取り戻すが、軍事面では活躍の場を失った。

(2) 太平洋航海ルートの開拓

太平洋航海ルートは紀伊半島の東側の志摩のオジョカ遺跡、神島を経て、渥美半島の根

元の穂の国、静岡の駿河の国、三浦半島の相模の国を経て常陸の国まで繋がっていた。

常陸の国には装飾古墳が存在し、九州との関係を窺わせている。これらのルートには安

曇氏や多氏の影とともに紀氏の影響と思われる足跡も残っており、太平洋航海ルートの開

拓に寄与した。

５ まとめ

出典：森浩一著『日本の古代２』（中央文庫、1994年）

以上、紀の川周辺の遺跡を中心に紀氏の動向を眺めてきた。

５世紀頃、瀬戸内海の周辺では西側の九州の豊の国を中心とした周防灘勢力、北側の安

芸の国、吉備の国、播磨の国、東側の難波の勢力、紀の勢力、南側の阿波、讃岐、伊予の

勢力などが存在し、相互が海洋交易で結ばれていた。

その中で四国の北側を走る南海道と並行した航路が開拓され、紀氏を中心とした勢力が

これを支配した。山口県を中心とする角氏は紀氏の同族とされており、瀬戸内海全体を支

配下に治めていたことが窺われる。

その後、北側のルートが息長氏、安曇氏などを中心に開拓が進み、航路の中心が北に移

るにつれ、紀氏の勢力が次第に衰えたと考えられる。従来６世紀後半に紀伊に造られた屯

倉をもってヤマト勢力が紀氏支配した証と考えられてきたが、この時代は未だ紀氏は十分

力を残しており、ヤマト勢力との協調の結果と考えるべきであろう。

５・６世紀の外交を眺めると、ヤマト政権は紀氏など強力な実行部隊を擁して外交を行

っていた様に見える。そこには九州政権の影は無い。しかし、なんのために数万の兵力を

派遣して新羅、高句麗と戦火を交えてきたのか、その結果なにを得たのか疑問が残る。『日

本書紀』に述べられている記事には任那や九州での出来事が含まれており、現地に居た紀

氏の勢力が対応したのでは無いか。
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紀氏は武内宿禰の子孫と伝えられており、ヤマト政権において外戚として勢力を伸ばし、

ヤマトと九州との双方に関係を持つことにより、独自の外交を展開していた。紀氏を始め

とする外戚勢力の更なる研究が、仲哀天皇、神功皇后、応神天皇と仁徳天皇との関係や前

期難波宮とヤマト中央政権との関係を解明する手掛かりになると思われる。今後の研究に

期待したい。

蘇我氏と朝鮮半島
名古屋市 石田 泉城

１ 紀氏家諜
き し か ち よ う

蘇我氏の家系について、平安時代初期に編纂されたとする『紀氏家諜』には、次のとお
き し か ち よ う

り記されています。

家牒曰、蘇我石河宿彌家、大倭国高市県蘇我里。故名云二蘇我石河宿彌一。蘇我臣川辺

臣之祖也。

家諜曰く、蘇我石河宿彌の家は、大倭国高市県蘇我里。故に名付けて蘇我石河宿彌と云

う。蘇我臣は川辺臣の祖なり。

系図伝曰、蘇我稲目宿祢者、蘇我石河宿祢之玄孫、満智宿祢之曽孫、韓子宿祢之孫、馬

背宿祢亦曰二高麗一之子。

系図に伝えて曰く、「蘇我稲目宿彌は、蘇我石河宿彌の玄孫、満智宿彌の曾孫、韓子宿

彌の孫、馬背宿彌、亦高麗の子。」と。

家系図にすれば右図のとおり

です。つまり、『紀氏家諜』によ
き し か ち よ う

れば、蘇我家の祖先は、紀伊国

造の莵道彦が始祖で、武内宿彌
う じ ひ こ

に繋がり、その子が蘇我石河宿

彌となっています。記紀では武

内宿彌を蘇我氏の祖とします。

また、歴代朝廷の高官の名を列

挙した職員録である『公卿補任』
く ぎ よ う ぶ に ん

にも、以下に示すとおり記紀と

同様に武内宿彌を祖としており、

室町時代初期までに完成した系

図『尊卑分脈』では蘇我満智か

ら始まるとされます。

武内宿禰→蘇我石川宿禰→

蘇我満智→韓子→高麗→稲目→馬子→蝦夷→入鹿

どこまでが事実か不明ですが、一般的には、蘇我石河宿彌以降からが蘇我氏の家系と理

解されているようです。

２ 木滿致と蘇我満智

『日本書紀』には、百済の久爾辛王に代わって百済の国政を担った木滿致について、次
ク ニ シ ン

のとおり記されます。



- 5 -

（応神）廿五年、百濟直支王薨、卽子久爾辛立爲王。王年幼、木滿致執國政、與王母相婬、

多行無禮。天皇聞而召之。百濟記云「木滿致者、是木羅斤資討新羅時、娶其國婦而所生也。

以其父功、專於任那、來入我國。往還貴國、承制天朝、執我國政、權重當世。然天朝聞其

暴召之。」

（応神）二十五年に百済の直支王（腆支王）薨ず。即に子の久爾辛（クニシン）を立て王
と き お う

と為す。王、年若く、木滿致（モクマンチ）が国政を執（と）る。（木滿致は）王母と相

婬（たわむ）れ多く無礼を行う。天皇はこれを聞き呼び寄せる。

百済記が云うには「木滿致（モクマンチ）は、これ木羅斤資（モクラコンシ）が、新羅

を討ったときに其の国の婦を娶り生まれるなり。その父の功により任那に専任し、我が国

（百済）に来り入りて、貴国（倭）に往き還る。制を天朝から承り、我が国（百済）の政

を召し権を重ね世に当たる。然るに天朝は其の暴政を聞き呼び寄せた。」と。

ここで注意すべきことは、応神紀に引用された『百済記』によれば、「貴国」とは、倭

国のことを指し、木滿致は百済へ来てまた倭国へ帰るということですから、木滿致は倭国

から派遣された人物です。

そして蘇我氏に関わると考えられる重要なことは、倭の木滿致が蘇我満智であるかどう

かです。

木滿致が蘇我満智であるとすれば、蘇我満智は、父の木羅斤資と新羅人の母の混血であ
モ ク ラ コ ン シ

り、幼少の百済王に代わり百済の国政を執り行ったことになります。木羅斤資は、この記
モ ク ラ コ ン シ

事だけでは倭人か百済人かは判然としませんが後述のとおり倭人の可能性が大きいでしょ

う。また、応神紀を信ずれば、その満智の子は、百済王久爾辛の母が生んだ子である可能
ク ニ シ ン

性もあります。

このように、蘇我満智が、百済、新羅の両方に関わるとすると、満智の子が韓子と名付

けられた意味もわかります。

３ 木滿致≠蘇我満智説

ただ、木滿致は蘇我満智ではないとする否定説の方が優勢です。

応神二十五年と直支王薨去の時期のズレや、蘇我氏の政治参与を書紀が古く見せかけた
と き お う

ことを主な理由として否定されています。しかし、それでは、否定論者が倭人である木滿

致にあたる人物を蘇我満智以外に具体的に示せるかといえば誰も示すことができないとこ

ろが否定説の大きな弱点といえます。

そこで否定論者は、『百済記』の記事を無視して、木羅斤資を百済人の武将であるとし
モ ク ラ コ ン シ

ます。ところが、久爾辛王に代わって百済の政治を掌った、これほど特徴的な人物が朝鮮
ク ニ シ ン

側の史料には、まったく登場しません。朝鮮史料には、木羅斤資も木滿致も見当たらず百

済人の武将とする根拠は全くありません。久爾辛王の事績が皆無であるのは、百済の国政
ク ニ シ ン

を掌った人物が倭国から任那に派遣された倭人であったので書かなかった、もしくは書け

なかったということでしょう。

４ 木滿致＝蘇我満智説

応神天皇二十五年の時期について、西暦294年とみる説がありますが、「讖緯説」に基づ
し ん い

き編纂されたとして、120年繰り下げて414年とみる説が有力です。１代を20年とすれば、

応神天皇の５世孫とされる６世紀初めの継体天皇（在位507～531年）の治世の１世紀前で

すから、応神天皇の治世を５世紀初めとするのは頷けるところです。そして、それは『三

国史記』の伝える直支王薨去（420年）に近似ですから、木滿致は同時代の人物とするこ
と き お う

との妥当性を理解できます。
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一方、蘇我満智は、書紀に履中天皇二年（401年）には執政官として活躍したと記され、

『古語拾遺』によれば、応神天皇代には、朝廷の財政である斎蔵・内蔵・大蔵の三蔵を管
みつくら

理したとされることから、木滿致と蘇我満智は応神天皇代の同時代の人物です。

書紀は、蘇我氏の政治参与を古く見せかけるために、蘇我氏に関わる人物を古くに登場

させたと、否定論者が力説されるものの、藤原氏の意向が強く反映された書紀の記事にお

いては、蘇我氏の家系を古く見せかける意図がどれほどあるのか疑問に思えます。

５ 蘇我氏の出自

木滿致が倭に渡来して蘇我家を興したという蘇我氏渡来人説があります。しかし、当時、

百済は事実上倭の占領下にあることとあわせて、木滿致は、倭の出先機関である任那に専

任しているのですから、木滿致は倭から派遣されたと考える方が素直でしょう。

したがって木滿致を渡来人とするのはあたらないと思います。

木満致は、木羅斤資と新羅人の混血ではあるものの、倭の官吏であることは間違いない
モ ク ラ コ ン シ

でしょう。

ところで、先の『紀氏家諜』の家系図では、武内宿彌の子に木角がいます。
き し か ち よ う きのつの

もともと紀伊国は「木の国」と呼ばれており、実質的には木角が木氏（紀氏）に繋がっ

て行くと思われます。

ここで注目すべきは、この倭の木氏（紀氏）は、先述の木羅斤資や木滿致などの木氏と
モ ク ラ コ ン シ

関係があるのかもしれません。木羅斤資にあたるのが蘇我石河宿彌であり、木滿致が倭國

では蘇我満智と呼ばれたとすれば、蘇我氏と紀氏が木氏で繋がり、『紀氏家諜』に紀氏の
き し か ち よ う

家系に、蘇我氏の家系が記されるとともに、蘇我氏の始祖を紀伊国造に繋げているのがわ

かるような気がします。

通説では出自不明とされる蘇我氏は、『和名類聚抄』に、現在の福岡県、筑前国早良郡

曾我郷がありますので、もともと北部九州の出身です。九州の倭から任那に派遣され、後

に近畿に至り大倭国高市県蘇我里に住み着いたと推測されます。

磯田和則氏の髙市天皇説
名古屋市 石田 泉城

１ 髙市天皇説

当会の会員の磯田和則氏は、時々１枚のコピーを持参されて含蓄のある話をされます。

前回（10月17日）の例会において磯田氏は、『皇代記』の写しを示しながら、高市皇子

は天皇だったのではないかと髙市天皇説を主張されました。磯田氏はかねてより髙市天皇

説が持論で、私も髙市天皇説ですので磯田氏の代弁も兼ねてあらためて髙市天皇説を述べ

ます。

通説では、高市皇子は天皇だったとは認められていませんが、巷では、髙市天皇説が結

構流布されています。たとえば、日本史学会と一線を画す小林惠子は、高市皇子の父は天

智天皇として、持統天皇の正体は鸕野皇后ではなく、高市皇子であり「すりかえられた天
う の の

皇」説を主張しています。また、在野の歴史研究家である関裕二は、高市皇子の父を天武

天皇としているものの、概ね小林説と同様に髙市は天皇であったとしています。

文武の立太子の時期は、高市皇子の薨去の７ヶ月後で、即位は、高市皇子薨去の概ね１
こうきよ

年後です。関は、文武の立太子と即位のタイミングは。髙市が天皇とするとその死去の時

期によく合っているとされます。（『謎の女帝・持統』）
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２ 私の髙市天皇説

磯田氏の話を紹介する前に、私が髙市天皇説を主張する理由を示しておきます。

第１に、昭和63年（1988年）に長屋王の邸宅跡から「長屋親王」と記された木簡が発掘

されました。これは長屋王が「長屋親王」と呼ばれていた、間違いのない第一級の物的証

拠です。「親王」は天皇の子ですから、「長屋親王」の木簡は、とりもなおさず、長屋王の

父の高市皇子が天皇だったことを示しています。

第２に、天武天皇の皇位継承者は、高市皇子、草壁皇子、大津皇子であり、朱鳥元年（6

86年）に天武が崩御し、立太子した草壁皇子は早世してしまい、大津皇子は謀反の疑いで

捕えられ自邸にて自害しました。皇位継承者の高市、草壁、大津の３人の皇子のうちで草

壁、大津が不在になったのですから皇位を継承したのは残る高市皇子とするのが順当です。

第３に、『懐風藻』（751年）の弘文天皇（大友皇子）の第一皇子である葛野王にかかる
か ど の

葛野王伝には持統天皇の跡継ぎを決める会議について、「髙市皇子薨後、皇太后引王公卿

士於禁中、謀立日嗣」と記します。つまり、高市皇子が亡くなった後に、皇太后が王公、

卿士を禁中（宮中）に引き入れて、日嗣（皇位）を立てるように計画したとあります。
ひ つ ぎ

髙市が亡くなってから日嗣を決めるというのは、髙市が天皇であったならばこそ順当な

手順です。

第４に、持統紀では高市皇子が亡くなったときに高市皇子を「後皇子尊」と記していま
のちのみこのみこと

す。「皇子尊」は、皇位継承順位第１位の草壁皇子であり、その草壁皇子が持統称制三年

（689年）に亡くなったために、その次に皇太子となった高市皇子を「後皇子尊」と呼ん
のちのみこのみこと

だとされます。しかし、「後皇子尊」は他に見えない特殊な言い方であり、これを記すこ
のちのみこのみこと

とで、髙市が天皇ではないことを強調したかった記事ともいえ、裏を返せば高市が天皇で

あったことを隠しているようにも思えます。

以上の４点から、私は髙市天皇説を主張しています。

藤原氏が藤原氏の操る文武天皇の皇位継承を正当化するために、書紀では、髙市天皇を

なかったことにして、鸕野皇后が持統天皇で皇位を文武に譲位としたと考えます。
う の の

３ 『皇代記』の朱鳥八年

国立国会図書館デジタルコレクション 群書類従:新校.第二巻『皇代記』

永続的識別子info:ndljp/pid/1879729 コマ番号 94／390
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さて、磯田氏が問題とされた記事は、上に掲げた『群書類従』所収の『皇代紀』の記事

です。

この『皇代記』は、天皇を各一代毎に諱や父母のほか在位年数など主な事項を年代順に

列挙した文書で、あわせて治世中の元号とその年数、改元年月日や改元理由を記していま

す。平安時代の編纂です。

書紀では朱鳥は１年のみですが、『皇代記』の資料を見ると、持統天皇の前記事に「朱

鳥八年」とあって「朱鳥」の年号とその年数「八年」が記されています。朱鳥の年号が八

年続いたということを表しています。なお、『九州年号一覧』では、群馬の「朱鳥九年」

の伝承から686年から694年の９年間を朱鳥年号の期間としています。

書紀では、天武天皇十五年7月20日（686年）に、年号が朱鳥に改元されたとします。そ

して同年9月9日に天武天皇が崩御し、10月3日には大津皇子が謀反の疑いにより自害に追

い込まれます。これらについては『皇代記』の記事もほぼ同じです。ただし、大津皇子に

ついては「11月」に「誅」（死刑に処する）とあります。

４ 臨朝称制と朱鳥年号

ところが、天武天皇崩御後には、天皇の即位は為されず、鸕野皇后が「臨朝称制」とし
う の の

て即位せずに実務を行なったとします。持統称制で天皇不在のままとなります。何故即位

しないのか、病弱の草壁皇子はともかく、髙市皇子の皇位後継者もいるのに、書紀の記述

はあまりにも奇妙です。

これに対して『皇代記』では、先にも示したように、朱鳥元年（686年）から八年（693

年）までの八年間、朱鳥年号が続きます。となると天武天皇不在であるにもかかわらず、

天武の年号が続いたことになります。年号は天皇の特権ですから、持統称制のまま天皇不

在の同名年号の継続はおかしいというのが磯田氏の指摘です。

そこで、改元したのは髙市皇子で、髙市が朱鳥年間の天皇ではなかったかとされます。

ただし、もちろん『皇代記』にも髙市が天皇に即位したとは記されていません。

しかし、天武天皇崩御後に皇位継承者となっている高市皇子が皇位に就かず、天皇不在

のままにあるのは、とても不自然であり、この記事は大いに疑問です。

書紀では、高市皇子は、690年の持統即位に伴って太政大臣に任命され、696年に亡くな

るまで臣下として持統政権を支えたというのですが、それだけの能力のある皇位継承者が

なぜ臣下にあるのでしょうか。まったく理解に苦しむ書紀の記事です。

天武天皇にすれば、ずっと政治を補佐してきた高市皇子に後を託すのは一番自然である

と考えます。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

総会の報告

令和３年10月17日に開催の総会については、
別添総会資料のとおり１号議案、２号議案
ともに原案どおり可決されました。
ご協力ありがとうございました。

前回の例会の話題

■ 倭讃の臣、司馬曹達 名古屋市 石田泉城

■ 倭の五王「武」 一宮市 畑田寿一
■ 倭國と宋の外交に係る『日本書紀』の記述
の信憑性について 東海市 大島秀雄

■ 髙市天皇説 春日井市 磯田和則

例会の予定

■ 例会の予定
１ 日時 11月21日(日)13時半～(第５集会室)
２ 場所 名古屋市市政資料館

■ 来月以降の例会 12/18（土）第２集会室

会員の投稿について

■ 会報誌への投稿（編集担当：石田）
toukaikodai@yahoo.co.jp メルアド変更

■ 投稿締切り日 11月28日(日)

■ テーマ：
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